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公益財団法人 自然エネルギー財団  

　おはようございます。孫 正義でございます。早いものでこの自然エネルギーの財団ができて四回目
の開催になります。リビジョン2015年でございます。 

　 福島で大きな事故があり、東北全体がたいへんな災害に見舞われました。そのときから、私自身、

通信のインフラを提供している、でも、電気が届かないために通信のインフラも全滅してしまったと

いうことを体験しました。もう少し電波がとどけば、あるいは通信の接続が問題なくそのままつながっ

ていれば、一人でも二人でも亡くなる方が少なかったのでないかと心を痛めており、私の生涯の責任

として痛感しているところでございます。 

　 そういう中で通信はもちろん我々の本業ですけれども、しかしその通信を提供するためにも電気が

ないと成り立たないということを痛感したわけです。エネルギーの問題というのは日本だけではなく

て、世界中の人々の重大な関心事であり、また、21世紀、22世紀の地球のために最も必要な議論の
テーマの一つがエネルギー問題だと思います。 

　 これまで100年以上にわたって世界中で起きた戦争の大きな原因の一つが、エネルギーの奪い合い
ということであったのではないでしょうか。エネルギー資源の奪い合いですね。これが紛争、戦争の

大きな原因の一つであったと思われます。つまり、地球上に限られた資源、これを人々は奪い合って

いるのですが、もしこれが自然なエネルギーで、人々に公害だとかいろいろな問題を引き起こさずに、

しかも安価で安定的に安心して使うことのできるクリーンなエネルギー、しかもリニューアブル（再

生可能）なエネルギーが、コスト的にも従来の化石エネルギーに比べてより安いと、しかもクリーン

であると、安定的に供給できると、そういうようなインフラができたならば、人々はもはやエネルギー

を奪い合うために戦争を起こす必要もなくなりますし、エネルギーの奪い合いのためにさまざまな問

題を引き起こすということもなくなります。つまりこれは地球の平和のためであり、地球の環境改善

のためであるという非常に大きなテーマを背負ったということであろうと思うわけであります。 

　 幸いなことにこの問題意識は私だけではなくて、多くの日本国民、世界中の叡智が日本の東北の震

災をきっかけに、これを議論するようになり、また取り組むようになりました。世界のいたる所で、



　　　　                                                        

既に、この自然エネルギーの生産・普及は原子力をも上回り、また、化石燃料のどのエネルギーより

も安くなったというようなところが、生まれつつあります。風力発電はいまその筆頭を走っていると

思いますし、また太陽光もこの数年間で75％もコストが安くなった。太陽光発電ですら石炭よりも安
くなるというようなことが最近現実のものとして見えはじめてきております。 

　そういう意味ではこの大きなトレンドというのは間違いなくやって来る、しかし、新しいものであるが

ゆえに既存の配電網だとか送電網だとか、あるいは発電と送電の分離、あるいはさまざまな料金体系、い

ろんな問題が残っております。何事も既存のことを多くの人々は変えたくないわけですね。変えたくない

がゆえに既得権益の人たちはそれを守ろうとする。でもそれは何のために既得権益を守るのかという事だ

と思うのです。もし、将来が、新しい変化とともに新しい改革、革新とともに将来が人々にとってより幸

せなものであり、世界中の人々にとってそれが安心安全、しかも安価という答えを見出せるのであれば、

誰もこれを止める人はいないと思います。 

　我々が世界中の叡智をここに集め、特にこの近年で大きな災害のあった日本でクリーンエネルギー

が一気に広がる、自然エネルギーが広がるということが実現できれば、大きな前進になるのではない

かというふうに私は思うわけです。 

　 この自然エネルギー財団、日本に特別な大きな力を持っているわけでも何でもないです。しかし、

世界の叡智を皆さんから集め、そして日本の政府、産業界、あるいは消費者団体、個人個人の人々に

考えるきっかけを提供できたならば、議論のきっかけを提供したならば、それは金銭的なものだとか、

あるいは力というものではなくて、人々の叡智を刺激�するという意味で何かお役に立てるのではない

かというふうに思います。私も微力ながら継続してこのことを訴えてまいりたいと思いますし、少な

くとも貢献をしていきたいと思っております。 

　 今日、残念ながらスケジュールの都合で会場には参れませんけれども、ぜひこの私の熱い思いは皆

さんにもメッセージとしてお伝えしたいというふうに思いました。ぜひこの集まった機会を皆さんで

大切にしていただいて、大いに議論をしていただきたい、提言をしていただきたいと思います。 

　ぜひよろしくお願い致します。 

（了） 
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